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5 万分の 1 地質図幅

説明書
目梨泊 (網走ー第 1 号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師酒匂純俊

まえがき

20

第 1 図位置図

10。

この悶幅および説明書は，昭和 35 年 6 月に約 7 日間をもって野タト調査をおこなった，そ

の結果をとりまとめたものである。この説明書のとりまとめに当つては，北海道立地下資

源調査所然科課技師小山内照同

三谷五利の両氏および北海道大

学理学部地質学鉱物学教室太田

昌秀氏から貴重な資料の提供を

うけた。

報告にはいるに先だち，上記

の方々に感謝の志を表する。

I 位置必よび交通

この図幅のしめる位置は，北

部北海道のオホーツク海岸の一

部で，国鉄興浜北線目梨泊駅を

中心とした地域である。行政的

には宗谷支庁の管轄下にふくま

れ，枝幸町 Jこ属する。この地域

にある村落は，目梨 j白だけであ

る。交通は，海岸にそって国鉄

興浜北線が通じており，これと
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平行に国道が開さくされている。

II地形

この地域の地形は，地質構成によって，それぞれ特徴をしめしている。地域の西部の小

起伏に富む山地帯は，輝緑凝灰岩，粘板岩，砂岩およびチ守ートから構成されている先白

皇紀層から構成されている。東南半部の標高 120m から標高 180m のやや平坦な地形を

とるところは，新第三紀に属する角疎凝灰岩からなり，段丘堆積物をのせている。また，

大泊北方の標高 20 1. 8m 独立峯は新第三.紀の安山岩の熔岩から出来ている。海岸にそっ

て発達している標高 11m から標高 14m の平坦面は段丘地形で，段丘堆積物をのせてい

る。この基盤岩は，先白望紀層や新第三紀の火山岩類である。

III 地質概説

この地域の地質構成は，模式柱状図にしめしたとおりである。

図幅地域の西半部lこは，輝緑凝灰岩類，粘板岩，砂岩，チャートなどから構成されてい

る，先白重紀層が分布しており，東半部には，新第三紀に寓する問牧層と安山岩熔岩が，

それぞれ発達している。両者の関係は，不整合で接している c

また，海岸地域には，比高によって第 1，第 2 に分類される段丘堆積物がみられる。こ

れらは，オホーツク海岸全域にわたって発達するものに，それぞれ対比される。

IV 基盤岩類

この地域の基盤岩類は，先白皇紀層の日高累層群で，粘板岩，砂岩，チャートなどから

なるウパトマナイ層と，輝緑岩質岩を主体とする斜内輝緑凝灰岩とにわけられる。

IV1 ウパトマナイ層

乙の地層は，図幅地域の東半部に分布しており，目梨泊北方の海岸で，よく観察される。

黒色粘恨岩あるいは頁岩・硬砂岩，チャートを主体とし，輝禄岩，輝緑凝灰岩などのほか

石灰岩を爽在している。構造運動の影響をうけて，地質構造は複雑である。しかし大きく
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第 2 図 目梨泊地域模式程柱状図

みると， N50 コE の走向と， 60"NW の傾斜をしめしているつ

この地層は，全体に破砕や圧砕をひどくうけていて各岩層は 2 次的にかなり変質してい

る。岩相からみると，純粋の粘板岩はわりに少なく，凝灰質の理砂岩が多い。乙の砂岩は，

fJ吉灰色の倣密竪硬なもので，斜長石の破片や，輝禄岩片が多くふくまれている。このよう

な，凝灰質岩は，炭酸塩化がひどく，幅 lcm 以下の皮酸塩鉱物の細脈が発達することが

多いο チャートは，乳白色ないし灰色を呈し，かなりの属厚をもっている。このほか，細

粒のスピライト質岩や祖粒輝緑岩の小岩i本がみられる。

また，この地層のなかにところどころに石灰岩の νンズ状岩体がはさまっており，その

一部は採掘可能な規模のものもある。

IV.2 斜内輝緑凝灰岩
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斜内輝緑凝灰岩の露出(斜内山道)

この岩石は，図幅の北端の斜内111道附近に分布している。1I言誌色を呈する細粒の堅硬な

輝緑岩質岩で，破砕や変質をうけていて原岩の構造が不明なものが多l)Q 粗粒な輝緑岩は

ふくまれていない。

明喋な節理が発達しており，その方向には，東西性と南北住の 2 つがある。この節男二は，

すべり面になっているものが多いο この岩石の中には ， )ペ色を呈する細脈が多く形成され

ているが，これは単斜期簾石で，方解石脈と違い烏糞状の外観を呈することはない。

V 新第三紀層bよび同時期火山噴出物

この地域に分布している新第三紀岩類は，角陳凝灰岩を主体とする問牧層と，大泊熔岩

および目梨泊熔岩とにわけられる c
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V.I 問牧層

この地層は，地域の南方を流れて l :Jる問牧沢の中下流を中心とした地域に標式的に分布

している。浮石質の角疎凝灰岩を主体とし，灰白色の凝灰岩，凝灰質砂岩，泥岩， ~業岩な

どをともなっている。全般的に脆弱な地層で，まえにのべた各岩層が互層する部分も少な

くない。

問牧川の中流には，この地層の最下部とみられる牒岩層が発達しており，先白皇紀層を

不整合におおっているようである。地質構造は，一般に単純であり， N20o~30 ClW から

N-S の走向と， 5°~10 Cl E の傾斜をしめしている c

なお，この地層は，南に隣接する枝幸図幅地域内において，広く分布しているものの一

部で，上部中新世の堆積とみられている c

V.2 大泊熔岩

この熔岩は，南部の海岸[三位置する大泊地区によく露出している。 漆黒色の堅硬な政問

質安山岩である ο 問牧層との直接の関係は不明であるが，地形の状態から，同層の上位に

くる熔岩流とみられる。

との熔岩には，いちじるしい流思構造がみとめられ， 3 種類の節理が発達することが特

ちょうである。節煙.には，流理構造に平行な問状節理，それに直交する柱状節理，もう 1

つはそのいずれにも馬さないが，かなり良く発達している節理である c その方向は，まち

まちで一定していない。 流王里構造の走向は，ほぼ N500E (こちかい。

この岩石を顕微鏡下で観察すれば，つぎのようである。

斑品は，ひじように少なく，少量の斜長石とごくまれにみられる輝石とだけである。斜

長石はほとんどl.OxO.5mm 以下の小型のもので，やや新鮮である c I月!夜な自形をとり，

アノレバイト双品とペリクリン双品が目立っている c 大型のものには，見事な累帯構造がみ

られる。成分は，ほぼ An45 である。

石基は，長さが 0.1 mm 程の短冊状の斜長石が少量みられるほかは，ほとんどガラス質

のものから構成されている。その短冊状の斜長石が平行配列するとともある c 全般的に，

よわい緑泥石化がみられるハ

V.3 目梨泊熔岩

この熔岩は，大泊熔岩の分布する地域の北方に，目梨泊海岸附近まで分布している。大
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泊の北方では，標高 200m の山地を構成している。黒褐色の堅硬な岩石で，大型の斑晶が

目立つ普通輝石・紫蘇輝石安山岩熔岩である。問牧層や大泊熔岩との関係は不明である

が，岩質からみて大泊熔岩とほぼ同時期の火山活動によってもたらされたものとみられ

る。

大泊熔岩と同じように，明瞭な流理構造が発達しているが，節理は，流理構造に平行す

る板状節理のほかはあまり明瞭でなしユ。流理構造は，ほぼ N500E の走向で， SE に傾斜す

るものが多い。一部では，北西方向に筒上げた形で，極端に摺曲しているところがみられ

る。

目梨泊熔岩の流理構造

この岩石を顕微鏡下で観察すれば，つぎのとおりである。

斑品は，斜長石・紫蘇輝石・普通輝石で，量も多く，形も大きい。斜長石は， 1.5x2.0

mm ぐらいのもので，大泊熔岩のそれとよくにている。有色鉱物は，緑泥石や炭酸塩鉱物

にかわっているものがある σ

石基もまた，大泊熔岩とほとんど同じである。緑泥石化や曹長石化が一般的にみられる。

VI 第四紀層

この地域に発達している第四紀層には，第 1 段丘堆積物，第 2段丘堆積物，扇状地堆積

物，崖錐堆積物，海浜堆積物がある。
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Vr.1 第 1 段丘堆積物

問牧層の分布する地域

の，標高 120-180 m のと

ころでやや平坦な台地に

は，部分的に段丘堆積物が

みられる。この段丘は，南

方の枝幸から乙忠部地域に

かけて，かなり内陸部まで

も発達しているものであ

る。堆積物は，径 3cm て

いどの礁と，砂や粘土から

なる。礁は粘収岩，砂岩，

チャートなど先白主紀層の

ものを主体とし，支rJJ岩礁

は少ない。

VI.2 第 2 段丘堆積物

この段丘堆積物は，目梨

泊附-;1]: と大泊からの南方地

域にみられる。標高 20 m

内タ(の平坦両を構成するも

ので，この地域でもっとも

新しい段丘堆積物である c

下部は，いろいろの種類の

円礁と砂，粘土からなり，

厚さは 10m 以上におよぶc

最ヒ部には，いわゆる重粘

土とよばれている粘土層が

厚く堆積している。

4ヨ
ー?問、

4ど
-;-で

一
、
一
ベQ
-
「h

『
十
一
泊

市
立
す
日
一
日
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VI.3 扇状地堆積物

先白皇紀層の発達している山地が，海岸の平坦面にうつりかわるところには，厚い扇状

地堆積物がみられる。斜内山道南方でよく観察することができる。ここでは山地から海岸

にむかつてゆるく傾斜した面をつくっている己堆積物は，背後のILl地を構成している岩石

の亜角礁と砂や粘土の互層である。

VI.4 崖錐堆積物

大泊北方の，目梨泊熔岩から構成されている標高 200m の山地の北麓にはわず、かに崖錐

堆積物がみられる。この堆積物は，目梨j白熔岩の風化された安山岩の角礁が多い。

VI.5 海浜堆積物

この地域の沖積層としては，海岸にそって，ひじようにせまい幅で，ところどころに砂

浜が発達しているだけである c

VII 応用地質

この地域には，金菅鉱床の鉱徴はみられない。応用地質としては，先白皇紀層の中 l乙爽

在している石灰石があげられるほか，砕石がある。

VII.! 石灰石

この地域の先白望紀層の中には，ところどころに石灰岩がみられることは，地質のとこ

ろでのべたとおりである。幅数 m ぐらいのものから，大きなものまでいろいろあるが，目

梨泊東方約1. 5 km のワパトマナイ沢に露出するものは，幅約 130m 延長約 350m と堆定

される

この石灰石は，昭和 14 年~同 19 年までと，昭和 22 年頃，いずれも消石灰原料として稼

行されたもので，昭和 35 年から歌登石灰工業株式会社によって農業用炭酸カノレシュワム

原料として採掘され，現在稼行中である。

石灰石の品質は，灰白色の徴密な微品質ないし顕品質のものである。鉱体の周辺部は，

圧砕されて角疎状になっているが，鉱体の中央部は均質である。品質は， CaO50:;-; 以上

のものが多い。しかし，灰黒色の CaO 50~ G' 以下のものもかなりふくまれており，農業用炭
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酸カノレ v ェウム原料としての最低限界である Ca053%以上のものの採掘は，あるていど

限定されるようである。

VII.2 砕石

斜内山道附j庄の輝総凝灰岩は， ，言要に応じて砕石として利用されている c 岩質は良好で

ある。しかしこの岩石は海岸に急崖で露出していて，その下に国道や鉄道が通じているの

で， t采掘場所は限られる。海岸からはなれたところでは，土砂が多く稼行の対象とするこ

とはできない。乙のほか，目梨泊熔岩や大泊熔岩がある。いずれも砕石として利用価値が

あると判断される。将来，これらの熔岩の利用を考えるべきであろうっ

文献

岡村要蔵: 北海道北東部の地質，鉱物調査報告，第 15 号(大正 2 年〉。

小山内照ほか: 枝宣告図幅，未干Ij。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICAL 孔1AP OFJAPAN

(Scale 1:50,000)

l¥1ENASHIDOMARI

(Abashiri-1)

By

SumitoshiSako

(Writtenin1961)

Resume

Quaternary

Shoredeposits

Talusdeposit

Fandeposits

2ndterracedeposits

1stterracedeposits

(Menashidomarilava
(PliocenorMiocene .~

Neoge~- r""vva VL Huvvvav lOdomarilava
Tertiary)

1Miocene Toimakiformation

(Shanaischalstein
Pre-CretaceousHidaka Super-Group·~

Thissheetmapcoversanarealayingbetween45ー0'and45ー10'

N.Ja t., and142ー30'and142ー45'E.long. ラ however ， exceptsouthwestern

cornerthesea, socalledOh6tsuku-Ka i, hasamajorityinthissheet.

Thegeologicalformationswhichdevelopinthisarea are, according

totheirorderofsuccession, asfollows:

(Recent

lp…ne

HidakaSuper-Group

TheUbatomanaiformation , apartoftheHidakaSuper-groupwhich

abasalformationseeninHokkaido, iscomposeddominantlyofshaly
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slate, greywackesandstone.chertand limestone, andcontainsmany

spiriticschalsteinanddiabasicrock. It showsseverefoldingsand

faultsandinsomeplacesshearzonesbywhichdisturbancesarerevealed.

TheShanaischalsteinconsistsofthevariablediabasictufaceous

rock.

Neogene-TertiaryGroup

TheToimakiformation , upperMiocene sediments, whichcovered

theUbatomanaiformationinunconformity,consistsmainlyofpumiceous

tu 任breccia intercalatedbylayersoftufaceoussandstone, mudstoneand

conglomerate. Aconspicuousfeatureofthistuιbreccia istheoccurrｭ

enceoftheweldingpart.

TheOdomarilavaandtheMenashidomarilavawhichunconformably

covertheUbatomanaiformationandtheToimakiformation , areconsiｭ

deredtohaveextrudedatthesame time, eitherupperMioceneor

Plioceneinages. Forbothtwolavasareveryglassypyroxenandesite.

andonlyadi百erence whichtheMenashidomarilavacontainsplagioclase,

hyperstheneandaugiteinthepheno-crysttheotherhasscarcelymafic

pheno-cryst.

QuaternaryGroup

Thisgroupiscoveredloosesand, gravelandclayinflatterground

alongthecoast. Especially, intheupperpartofthesecondterrace

depositsthereisthethickcraylayer.

EconomicGeology

Therearenotoredepositsinthisarea, butonlylimestonewhich

arefoundintheUbatomanaiformationasirregularlenses. Among

themonlyonelenseisbigpossiblytowork.

-12-
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